
アンケートは大きく６年制薬学

教育全般と臨床実習に分けて、意

識や考え方を聞いた。教育全般の

質問項目は、▽大学４年間の講義

で不足していると感じた分野▽６

年制教育を受けた薬剤師との比較

による職能や将来の地位に対する

不安感▽不安感払拭への対応▽来

年薬学部を受験するとしたら、６

年制を希望するか――などだ。

不足と感じている分野（複数回

答）は、実際に講義を受けた学生

が対象となるため母数は357と少ない。回答

が多かった分野は、①プレゼンテーション

（57％）②コミュニケーション（50％）③疾

患と薬物治療学（46％）④薬学英語（36％）

⑤統計処理（32％）⑥ＩＴ（28％）――の順

である。それに対し有機、分析、衛生、生物、

物理を挙げた人は10％未満であり、薬剤師の

業務に直結するような教育が足りないとの考

えが強いようである。

職能や地位に対する不安感は、全体の65％

が持っていると回答した。来年には自分たち

と年齢的にそれほど差のない人たちが、６年

制の後輩として入学してくる。今まで漠然と

考えていた不安が、実感となって迫ってきて

いるのだろう。それに対し不安がないと答え

た人は、「差は就職後の実務経験で補うこと

ができる」「薬剤師であることに変わりはな

い」などと考えているようだ。

不安感を表明した学生1800人余のうち90％

は、不安に対し何らかの努力をする

と回答している。具体的な対応（複

数回答）を挙げたのは1000人余であ

り、「大学院に進学する」が半数強、

「大学病院等の研修生として経験を

積む」が約３割、「研修会や学会等

に参加して、認定資格を取得する」

が半数弱であった。

自分自身が来年受験するとした

ら、６年制薬学部を希望するかに対

しては、希望するが46％、希望しな

いが49％と回答が二つに割れた。九

州保健福祉大学が希望しない理由を

聞いたところ、「６年間は長い」「学費が高い」

「６年制のメリットを感じない」「他（医）学

部に進学する」などが挙がったという。こう

した意識は高校生にもある模様で、来年の薬

学志望者数減少が懸念される。
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３人に２人は「将来に不安」

来年度から薬学教育６年制がスタートする

が、現在の４年制薬学部在学生は６年制をど

のように捉えているのだろうか、九州地区の

６薬系大学（九州大学、九州保健福祉大学、

熊本大学、第一薬科大学、長崎大学、福岡大

学）が学生にアンケート調査を実施した。回

答した学生約2800人のうち、およそ３人に２

人が、６年制教育を受けた薬剤師が誕生して

くることと、４年制教育を受けた自分自身と

を比較し、職能や地位に不安を感じているこ

とが分かった。また、そうした不安感を持つ

学生の９割は、大学院への進学や認定資格の

取得など、何らかの対応を考えていることも

明らかになった。

一方、臨床実習に関しては、▽４

年生時の薬局・病院実習満足度▽実

習を受けた目的▽６年制における６

カ月実習への期待――などが調査さ

れた。

実習の満足度は実習経験者のみ

500人弱に聞いたが、満足度の高さ（Ａ～Ｄ

の４ランク評価でＡ及びＢ）は、実習期間が

58％、実習施設が75％、実習内容が65％であ

った。いずれも半数を超え、特に施設への満

足度が高かった。

実習を受けるに当たっての目的（複数回答）

については、「薬剤師の業務内容を知り、体

験する」が最も多く86％、以下「自分の適性

を知る」（49％）、「病院薬剤師と薬局薬剤師

の違いを知る」（33％）、「必修だから」

（14％）、「自分の就職先として」（11％）

などである。４年制で行われる実習は、

見学実習的な性格が強いことが、こう

した回答になって現れたと考えられ

る。

これに対し、６年制で行われる６カ

月間の臨床実習への期待感（複数回答）

としては、「複数の病院（薬局）で実

習を行う」ことを挙げた学生が60％に

上った。薬剤師業務の内容や手法は、

施設によってかなり大きな違いがある

だけに、複数の病院・薬局で実習を経験し、

薬剤師の仕事をより深く学びたいという考え

方と思われる。
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『薬学生新聞』創刊に当たって

薬事日報社は薬科大学・薬学部、及び

その在学生に向けて、『薬事日報・薬学

生新聞』を創刊いたしました。

薬学教育が大きな転換期を迎えている

中で、大学等の薬学教育改革に対する多

様な取り組みの紹介、薬学生のコミュニ

ケーションツール、薬学生に対する業界

動向や就職関連情報の提供などを目的と

しております。

発行は年５回（３月を除く奇数月の１

日）に過ぎませんが、できるだけ薬学生

に役立つ情報の提供と、キャンパスライ

フを応援するような記事を心掛ける所存

ですので、ご愛読をお願いいたします。
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